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・公開問題について 

【領域】 

「エネルギー領域」 

◇全国平均とほぼ同程度であるが、 

やや下回っている。 

 

 

 

「物質領域」 

◇全国平均を下回っている。 

 

 

 

 

「生命領域」 

◇全国平均を下回っている。 

 

「地球領域」 

◇全国平均を下回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

・ IRT スコア集計においては全国

平均を下回っている。 

中
学
校 

理
科 

●根拠に基づいた見通し

を持ちながら、実験計

画を立案すること。 

例）設定した仮設が正し

い場合の実験結果を予

想する。 

 

 

●原子記号や化学式を正

しく記述すること。 

例）塩素→Ｃｌ○ 

     ｃｌ× 

     ＣＬ× 

 

●一問一答的な知識では

なく、幅広く利用する

ことができる理解につ

なげること。 

例）呼吸を行う生物をす

べて選択する。 

例）地層の性質から水が

染み出る場所を判断す

る。 

 

 

 

●応用的、思考的な課題

に対し、論理的に考察

すること。 

本校の概要 
 

今回の調査における課題 

 
改善の方向 

 

○未知の事象と出会った

際に、いくつか仮説を

考え、理科の見方考え

方をはたらかせ、それ

らを取捨選択すること

で、見通しをもつ力を

養う 

 

○化学式を書く際に大文

字小文字を意識すると

ともに、物質の意味を

考えながら記述するこ

とができる力を養う。 

 

○生物の分類のように、

共通点から知識を再構

築する場を設ける。 

○発展的な課題を提示

し、知識の活用を図る

場を設定する。 

 

 

 

 

 

 

○実験を解決した際に、

さらに取り組みたい追

課題や追実験を行う機

会をさらに設ける。 


